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Executive Summary 

本事業は、「ハオール地域における気候変動適応型農業の有効性が実証され普及す

る」ことを目的として、気候変動に適応したイネ品種の普及および持続的な種子供給シ

ステムの構築を推進したものである。事業では、297 世帯の対象農家を中心に、新品種

の導入、実証栽培を実施するとともに、種子生産体制の整備と活動地外での普及、関

係機関との連携強化に取り組んだ。 

本報告書は、事業で対象となった 297 世帯の農家の分析を中心に、ハオール地域全体

への普及拡大を見据えたモデルづくりへの可能性についてまとめたものである。 

ハオール地域では近年、早期洪水リスクに加え、冷害や熱波、病害虫の発生や作付け

後半の灌漑用水不足など、生産環境の不確実性が高まっている。本事業では、こうした

環境変化の中でも特に早期洪水リスクを軽減しながら年間を通じて安定した稲による生

産を実現できる新品種の導入と普及を目指した。 

対象農家の年間平均米生産量は、2021–22 年の 4.08 トンから 2024–25 年には 5.14 ト

ンへ増加し、1 戸当たり 26％の増加が確認された。この生産量増加は、特定の高収量

品種や一部の優良農家によって達成されたものではなく、多数の農家が新品種へ転換

したことによって実現したものである。 

事業期間中、従来広く栽培されていた BRRI dhan28 および BRRI dhan29 は急速に減少

し、BRRI dhan88、BRRI dhan89、BRRI dhan92、BRRI dhan96 などの新品種が主要品種

として定着した。これらの品種は、高い収量性と短い栽培期間を兼ね備えており、洪水

リスクの軽減と生産性向上の両立に貢献した。 

また、本事業の経験は、研修のみではなく、新品種へのアクセス改善が普及拡大の重

要な要因であることを示している。同村対照農家との比較では、正式な研修を受けてい

ない農家であっても、対象農家と同等、あるいはそれ以上の成果を上げている事例が

確認された。 

さらに、農家間の種子交換、ASED HABIGONJ による種子生産、BADC による種子供

給など、多様な種子供給経路が形成されたことにより、新品種へのアクセスが大幅に改

善された。これらの複数の供給経路は、事業終了後も継続的な品種普及を支える基盤

となることが期待される。 



5 

 

加えて、本事業は Aman 稲作の導入・拡大を通じて、一作依存型の営農体系からの脱

却を支援した。これにより、生産量および所得の向上だけでなく、洪水、病害虫、灌漑用

水不足などの気候リスクに対する農家のレジリエンス向上にも貢献した。 

また、本分析で対象とした農家については、2023–24 Boro 作終了後（2024 年 6 月）以

降、プロジェクトによる種子、肥料、研修等の支援は実施されておらず、その後の品種

選択や継続利用は主として農家自身の判断に基づくものであり、農家による品種選択

と淘汰のプロセスはこれからも継続していくと考えられる。 

Peripheral Haor では新品種の導入が進んだ一方、Deep Haor では商業ハイブリッド品

種の利用が多く見られた。これは洪水リスクや労働条件の違いを反映した農家の合理

的な選択である。 

さらに、多くの農家は自家消費用米と販売用米を区別して栽培している。BRRI 品種は

食味や品質の面から自家消費用として評価される一方、商業ハイブリッド品種は換金

作物として利用されている。これは、洪水リスクや労働力制約の下で農家が構築してき

た重要なコーピング戦略の一つであると評価した。 

種子供給体制についても重要な成果が確認された。事業期間中、ASED HABIGONJ を

中心とする地域種子生産体制が構築され、新品種の地域内供給能力が向上した。ま

た、BADC による新品種種子生産も進展した。 

最近では、民間種子会社が地域の種子生産者から新品種の種子調達に関心を示す事

例も見られている。こうした取り組みはまだ検討段階にあるものの、種子生産を担う

NGO と流通・販売機能を持つ民間企業との将来的な連携可能性を示唆している。ま

た、種子生産を行う NGO がネットワーク NGO を通じて種子販売ルートを開拓している

ことは、今後のスケールアップに向けた重要な成果である。 

 

本事業の経験は、気候変動適応型品種の普及において、研修そのものよりも適切な種

子へのアクセス確保が普及拡大の鍵となる可能性を示した。 
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第 1 章 事業の背景と調査の位置づけ 

1.1 背景 

バングラデシュ北東部のハオール地域は、国内有数の米生産地帯である。広大な湿地

が雨期には水没し、乾期にのみ農業生産が行われるという特徴を持ち、地域住民の生

計と食料安全保障は乾期の米生産に大きく依存している。 

一方で、近年のハオール地域の稲作は様々な課題に直面している。従来、BRRI が 30

年以上前に開発した BRRI dhan28 と BRRI dhan29（ともに 1994 年リリース）がハオール

地域の中心を担ってきたが、近年は早期洪水リスクの増大に加え、寒波・熱波、イモチ

病の発生や出穂期の灌漑用水不足など、生産環境の不確実性が高まっている。 

こうした状況の中で、洪水リスクを回避しながら一定の収量を確保できる新品種への期

待が高まっており、その普及とアクセス向上はハオール地域における重要な課題となっ

ている。 

本事業は、このような背景のもと、新品種の普及、地域における種子生産体制の強化、

そして研究機関、行政機関、NGO、農家等の連携促進を通じて、ハオール地域の気候

変動適応型農業の推進を目指した。 

 

1.2 事業の目的 

本事業の目的は、「ハオール地域における気候変動適応型農業の有効性が実証され

普及する」ことであり、気候変動適応型品種の普及と持続的な種子供給体制の構築を

通じて、生産性とレジリエンスの向上を図るものである。事業では以下の 3 つを重点課

題とした。 

1. 気候変動適応型新品種の導入・普及 

2. 地域における種子生産・供給体制の強化 

3. 研究機関、行政機関、NGO、民間企業および農家間の連携促進 
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1.3 調査対象と分析データ 

本報告書の多くの分析は 297 世帯を対象としているが、生産量比較については 2021

年および 2025 年の双方で比較可能なデータが存在する 274 世帯を対象とした。 

分析では 2021 年をベースラインとし、2024–25 Boro 作および 2025 年 Aman 作までの

変化を比較した。 

2021 年のデータは、本事業開始前に実施されたベースライン調査に基づくものであり、

本報告書では事業対象世帯の変化を追跡・分析した。 

 

1.4 本報告書における成果解釈上の留意点 

本報告書の結果を解釈する上で重要な点として、対象農家は事業期間中を通じて継続

的な支援を受けていたわけではない。 

対象農家に対する種子、肥料、研修等の直接的な支援は、2023–24 Boro 作の収穫終

了後（2024 年 6 月）以降は実施されていない。 

したがって、本報告書で示される 2024 年 6 月以降の品種選択、継続栽培、種子保存、

農家間での種子交換等は、主として農家自身の判断によるものである。 

この点は、本報告書の成果を解釈する上で重要である。新品種の継続利用は、農家自

身がその有効性を認識し、自発的に採用を継続したことを示している。

 

1.5 本報告書の分析視点 

本報告書では、収量変化のみならず、農家による品種選択、地域条件と営農戦略、種

子供給システムの形成過程に着目した。分析の結果、農家は収量だけでなく、洪水リス

ク、労働力制約、食味、市場性などを総合的に考慮して品種を選択していたことが確認

された。 
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第 2 章 事業概要と調査方法 

2.1 事業概要 

本事業は、バングラデシュ北東部のハオール地域を対象として、気候変動適応型イネ

品種の普及および持続的な種子供給体制の構築を目的として実施された。 

事業では、新品種の導入・普及を進めるとともに、地域における種子生産体制の強化、

関係機関との連携促進、および農家による新品種評価を支援した。 

実施にあたっては、日本の NGO である一般社団法人シェア・ザ・プラネットが事業を統

括し、現地パートナーである ASED HABIGONJ および BRRI（Bangladesh Rice Research 

Institute）が事業活動を実施した。また、DAE（Department of Agricultural Extension）、

BADC（Bangladesh Agricultural Development Corporation）、また、地域行政、特に県庁

や郡庁などの関係機関とも連携しながら事業を進めた。 

 

2.2 主な事業活動 

本事業では、主として以下の活動を実施した。 

 気候変動適応型新品種の導入および実証栽培 

 農家向け研修および圃場見学 

 地域種子生産体制の構築 

 農家による新品種評価の支援 

 関係機関との連携促進 

 Aman 作導入支援 

これらの活動を通じて、新品種の導入だけでなく、持続的な普及基盤の形成を目指し

た。 

 

2.3 調査対象地域 
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本事業はハオール地域内の複数地域を対象として実施された。 

対象地域には、比較的高地で洪水リスクが少ない地域と、雨期には広範囲が冠水し、

度々洪水被害を受ける地域の双方が含まれている。 

こうした自然条件の違いは、農家の品種選択や営農戦略に大きな影響を与えている。

本報告書では、こうした地域特性と品種選択との関係についても考察を行った。 

Figure 1. Project Area and Haor Floodplain Map 

 
 

2.4 分析対象とデータ 

本報告書では、事業期間を通じて追跡調査を実施した 297 世帯を主な分析対象とし

た。 

分析では、事業開始前に実施された 2021 年ベースライン調査の結果と、2024–25 Boro

作および 2025 年 Aman 作までのデータを比較した。 

プクラユニオン 

ラシュカルプールユニオン 
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また、一部の分析では、事業対象農家と同一地域に居住する非対象農家（Outsider 

Farmers）のデータも活用し、新品種普及の特徴を検討した。 

分析に用いた主な指標は以下のとおりである。 

 品種別作付面積 

 品種別生産量 

 収量 

 栽培期間 

 種子入手経路 

 Aman 作導入状況 

 農家による品種選択状況 

 

2.5 分析の視点 

本報告書では、単なる収量変化の把握にとどまらず、新品種普及のプロセスそのもの

を理解することを重視した。 

具体的には、以下の視点から分析を行った。 

1. 品種構成がどのように変化したか 

2. 品種転換が生産量へどのような影響を与えたか 

3. 農家がどのような基準で品種を選択したか 

4. 地域条件が品種選択にどのような影響を与えたか 

5. Aman 作導入が農家経営にどのような意味を持ったか 

6. 新品種普及を支えた種子供給システムはどのように形成されたか 

7. 普及拡大において種子アクセスはどのような役割を果たしたか 

8. 今後の持続的な普及に必要な条件は何か 

これらの分析を通じて、本報告書は新品種導入の成果だけでなく、ハオール地域にお

ける気候変動適応型農業の普及メカニズムについて考察する。 
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第 3 章 品種転換と生産量変化 

3.1 品種構成の変化 

本事業期間中、対象農家の品種構成には大きな変化が見られた。 

図 2 は、2021–22 Boro 作から 2024–25 Boro 作までの品種群別作付面積の推移を示し

ている。（分析対象は事業対象 297 世帯） 

事業開始時には、BRRI dhan28 および BRRI dhan29 などの従来品種が広く栽培されて

いた。しかし、事業期間を通じて新品種の導入が進み、BRRI dhan88、BRRI dhan89、

BRRI dhan92、BRRI dhan96 などの新品種の割合が大きく増加した。 

これらの品種は、従来品種と比較して栽培期間が短く、洪水リスクの高いハオール地域

において重要な適応技術として評価されている。 

一方で、商業ハイブリッド品種も一定の割合で利用され続けており、地域や営農条件に

よって異なる品種選択が行われていることが確認された。 

この結果は、事業期間中に対象地域で大規模な品種転換が進行したことを示してい

る。 
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図 3 は、主要な BRRI 品種の実際の栽培期間を比較したものである。BRRI dhan29 と

比較して BRRI dhan88, BRRI dhan96 は約 25 日、BRRI dhan92 は約 12 日間栽培期間

が短縮されている。 
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図 4 は、主要品種について収量と栽培期間の関係を示したものである。バブルサイズ

は栽培面積を表しています。 

 

3.2 生産量構成の変化 

図 5 は、2021–22 年および 2024–25 年のボロ作における対象農家の品種構成の変化

を、作付面積ベースで示したものである。 

2021–22 年には、BRRI dhan29 が主要品種であり、HIRA、Jankraj、Nafco などの商業

ハイブリッド品種も広く栽培されていた。一方、2024–25 年には品種構成が大きく変化

し、BRRI dhan92 および BRRI dhan88 が最も普及した品種となった。また、Jankraj や 

Nafco などの商業ハイブリッド品種も引き続き一定の栽培面積を維持していた。 
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これらの結果は、ハオール地域において、従来品種中心の栽培体系から、気候変動へ

の適応を目的として導入された新品種および一部のハイブリッド品種を中心とした栽培

体系へ移行が進んだことを示している。 

本プロジェクトを通じて導入された新品種が農家に広く受容され、従来品種からの転換

が進んだことが確認された。 

 

3.3 農家による品種評価と選択プロセス 

 

図 6 は、2021–22 年から 2024–25 年までのボロ作における品種群別栽培面積の推移

を示したものである。調査期間を通じて、従来品種の BRRI dhan28 および BRRI dhan29

の栽培面積は大きく減少し、新たに導入された BRRI 品種およびハイブリッド品種の栽

培面積が拡大したことが確認された。特に、2024–25 年には BRRI dhan88、BRRI 

dhan92、BRRI dhan96 などの新品種の普及が進み、短期・長期の両タイプの BRRI 品種

が主要な栽培面積を占めるようになった。一方で、商業ハイブリッド品種も引き続き一定

の栽培面積を維持しており、地域条件や農家の選好に応じて新品種とハイブリッド品種

が併存する状況が見られた。 
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農家は新品種を単純に受け入れたのではなく、実際の栽培経験を通じて収量、栽培期

間、洪水リスクへの適応性、管理のしやすさなどを比較し、自らの営農条件に最も適し

た品種を選択し、徐々に作付品種を絞り込んでいった。 

この過程は、農家自身が技術評価の主体となっていたことを示している。 

また、本分析で対象とした農家については、2023–24 Boro 作終了後（2024 年 6 月）以

降、プロジェクトによる種子、肥料、研修等の支援は実施されていない。BRRI Hybrid 品

種の作付け減少は、プロジェクトによる種子配布終了後、市場における種子入手が容

易でなかったことが大きい。 

その後に観察された継続利用や品種選択は、主として農家自身の判断に基づくもので

ある。 

 

3.4 小括 

以上の分析から、本事業期間中に対象地域では大規模な品種転換が進行したことが

確認された。 

その結果、従来品種への依存が低下し、新品種群が主要品種として定着した。また、こ

の品種転換は実際の生産量増加にも結びついており、気候変動リスクの高いハオール

地域における適応戦略として重要な成果をもたらした。 
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第 4 章 主要品種の収量性と栽培期間の比較 

4.1 主要品種の収量性と栽培期間 

品種転換が進んだ背景を理解するためには、主要品種の収量性と栽培期間の関係を

検討する必要がある。 

 

表 1 は、本事業で導入・評価された主要品種の公表特性と実測結果を比較したもので

ある。 

表 1 が示すように、近年リリースされた BRRI 品種は、従来品種である BRRI dhan28 お

よび BRRI dhan29 と比較して、同等以上の収量性を確保しながら栽培期間を短縮して

いることが確認された。 

Table 1. 

Variety Category
Release

Year

Official

Growth

Duration

(days)

Official

Yield (t/ha)

Actual

Growth

Duration

(days)

Actual

Yield

(t/ha)

Observed

Year
Remarks

BRRI dhan28 Traditional HYV 1994年 140 6.0 - 2.7 2021-22
Representative traditional

short-duration variety

BRRI dhan29 Traditional HYV 1994年 160 7.5～8.0 169 2.6 2024-25
Representative traditional long-

duration variety

BRRI dhan67
Improved Short-
duration HYV

2014年 145 3.8～7.4 144.5 6.9 2024-25 Short-duration, salt-tolerant

BRRI dhan84
Improved Short-
duration HYV

2017年 140 6.0 141.5 3.9 2024-25
High-yielding, short-duration &
Zinc, Iron enrich

BRRI dhan88
Improved Short-
duration HYV

2018年 140 7.0 144.3 7.4 2024-25 High-yielding, short-duration

BRRI dhan89
Improved Long-
duration HYV

2019年 155 8.0 155.1 7.3 2024-25 High-yielding, long-duration

BRRI dhan92
Improved Long-
duration HYV

2019年 145 7.2 157.3 7.2 2024-25
Most widely adopted variety,
long-duration

BRRI dhan96
Improved
Short-duration HYV

2020年 140 7.0 144 7.4 2024-25 High-yielding, short-duration

BRRI dhan100
Improved Short-
duration HYV

2021年 145 7.0 145.1 6.8 2024-25 High-yielding, short-duration

BRRI dhan102
Improved Long-
duration HYV

2022年 155 7.5 154.5 7.6 2024-25 High-yielding, long-duration

BRRI dhan105
Improved Long-
duration HYV

2024年 158 8.0 157.5 7.9 2024-25 High-yielding, long-duration

BRRI Hybrid dhan3 BRRI Hybrid 2009年 145 8.0 143.5 6.9 2023-24 Hybrid variety

BRRI Hybrid dhan5 BRRI Hybrid 2012年 145 9.0 145.1 8.3 2024-25 Hybrid variety

BRRI Hybrid dhan8 BRRI Hybrid 2023年 145 8.5～9.0 146.2 11.9 2024-25 Hybrid variety

Hira Commercial Hybrid - 140～145 8.5～9.0 148.2 6.2 2024-25 Chinese-origin hybrid

Jankraj Commercial Hybrid - 145～150 8.0～9.0 146.9 7.1 2024-25 Likely of India origin

Nafco Commercial Hybrid - 145～150 8.0～9.0 146.9 7.9 2024-25 Likely of Chinese origin

＊：Official yield and duration values are based on BRRI published variety descriptions.

Characteristics of major BRRI rice varieties introduced by the project and their performance in the Haor region
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従来、ハオール地域では BRRI dhan28 および BRRI dhan29 が広く利用されてきた。 

BRRI dhan28 は、生育期間が比較的短いことから、主として早期洪水（フラッシュフラッ

ド）リスクへの対応を目的として栽培されてきた。しかし、収量は必ずしも高くなく、近年

はイモチ病の発生により収穫不能となる事例や、著しい減収が発生する事例も見られ

るようになった。 

これに対し、BRRI dhan29 は高い収量性を持つことから長年にわたり主要品種として利

用されてきたが、生育期間が長く、収穫時期が遅くなるという特徴があった。そのため、

早期洪水リスクが高まる近年のハオール地域では、栽培上のリスクも増大していた。 

近年 BRRI がリリースした BRRI dhan88、BRRI dhan89、BRRI dhan92 および BRRI 

dhan96 は、こうした従来品種の課題に対応する形で導入された品種群である。Tab1 が

示すように、これらの品種は従来品種と同等またはそれ以上の収量を維持しながら、栽

培期間の短縮を実現していることが確認された。 

特に BRRI dhan89、BRRI dhan92 および BRRI dhan96 は、収量性と栽培期間の両面に

おいて優れた特性を示しており、近年の品種転換を支えた主要品種であると考えられ

る。 

この結果は、近年の BRRI 品種が単なる早生品種ではなく、高収量と短期化を両立した

品種群であることを示している。 

 

4.2 気候変動適応技術としての意義 

ハオール地域において、栽培期間の短縮は単なる作業効率の向上を意味するもので

はない。 

本地域では、Boro 作の収穫前に発生する早期洪水が最大の生産リスクである。収穫

時期が数日から数週間早まるだけでも、洪水被害を回避できる可能性が大きく変化す

る。 

そのため、農家にとって重要なのは単純な最高収量ではなく、洪水発生前に確実に収

穫できることである。 
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BRRI dhan67 は本来耐塩性品種として開発されたが、草丈が高く藁収量が多いため、

牛飼育が盛んなハオール地域での適応性を検証する目的で導入された。 

 

近年の BRRI 品種は、従来品種と比較して栽培期間を短縮しながら収量性を維持して

いることから、洪水リスクを低減する気候変動適応技術として高く評価されている。 

したがって、本事業における新品種の導入は、洪水リスクの高いハオール地域におい

て、生産性とリスク管理の両立を可能にする重要な適応戦略として位置付けることがで

きる。 

 

4.3 農家の視点から見た新品種の価値 

農家が新品種を評価する際には、収量のみが判断基準となるわけではない。 

実際の営農では、 

 洪水をはじめとする気象リスク 

 病害虫への耐性 

 施肥量 

 労働力確保 

 栽培管理の容易さ 

 収穫時期 

 食味 

 市場性 

 農業副産物（藁） 

など、多様な要因が考慮される。 

農業副産物（藁）の価値も、農家の品種選択に影響を与えていると考えられる。その一

例が BRRI dhan67 である。BRRI dhan67 の動向は、農家の品種選択が単純な籾収量

だけでは説明できないことを示している。 

BRRI dhan67 は、より高収量な新品種の普及によって作付面積が減少したものの、農

家が自家保存していた種子の多くは BRRI dhan67 であった。同品種は収穫後に得られ

る藁の量が多いという特性を持っていた。ハオール地域では、藁も牛の飼料に利用され

るなど重要な農業資源であり、こうした特徴が農家による種子保存につながったものと

考えられる。   
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BRRI dhan67 では自家保存や近隣農家由来の種子割合が比較的高く、他の新品種と

は異なる特徴が見られた。近年の BRRI 品種は収量と栽培期間のバランスに優れてい

る。農家にとっては、わずかな収量増加よりも、洪水前に確実に収穫できることの方が

重要な場合も多い。 

その意味で、近年の BRRI 品種の普及は単なる高収量品種の導入ではなく、農家が生

産リスクを低減しながら安定した収穫を確保するための選択であったと解釈できる。 

 

4.4 小括 

図 4 の分析から、近年の BRRI 品種は従来品種と同等以上の収量を維持しながら、栽

培期間の短縮を実現していることが確認された。 

この特性は、洪水リスクの高いハオール地域において大きな利点となる。 

第 3 章で示した大規模な品種転換は、単なる普及活動の結果ではなく、農家が新品種

の技術的優位性を評価し、自ら採用を継続した結果であると考えられる。 

したがって、近年の BRRI 品種は、ハオール地域における気候変動適応型農業を支え

る重要な技術基盤として位置付けることができる。 
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第 5 章 Deep Haor と Peripheral Haor におけ

る品種選択の違い 

本報告書では、ハオール地域を Deep Haor（ハオール中心部） と Peripheral Haor（ハ

オール周縁部） に区分して分析した。Deep Haor は居住地からのアクセスが悪く洪水リ

スクが高い地域であり、Peripheral Haor は居住地から近く、道路アクセスや市場アクセ

スに比較的恵まれた地域を指す。 

5.1 地域条件と営農環境 

ハオール地域は一つの均質な農業生態系ではなく、地域によって生産条件が大きく異

なる。 

Peripheral Haor では圃場と居住地との距離が比較的近く、圃場管理や農作業を実施し

やすい。また自家消費・ローカル販売用として食味の良い BRRI 品種を選定する傾向が

強い。 

Deep Haor では圃場へのアクセスが困難で、労働力確保や管理コストも高い。また、毎

年の冠水により土壌肥沃度が高く、施肥量を抑えながら一定の収量を確保できる。この

ため商業ハイブリッド品種は、限られた管理条件下でも安定収量が期待できる品種とし

て評価されている。一方で食味は低く、その多くは地域外へ販売される換金作物として

利用されている。 

こうした違いは、農家が直面する生産リスクや営農上の制約に大きな影響を与えてお

り、地域条件の違いに応じて農家は品種を選択していることがわかった。 

 

5.2 地域条件と品種選択 

図 7 は、事業期間中に観察された品種利用の傾向および農家からの聞き取り結果をも

とに整理した概念図であり、それぞれの地域における代表的な品種選択の特徴を模式

的に示したものである。 
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Peripheral Haor では、BRRI dhan88、BRRI dhan89、BRRI dhan92 および BRRI dhan96

などの新品種が広く利用されている。これらの地域では比較的安定した栽培管理が可

能であり、農家は収量性、食味および市場性のバランスを考慮しながら品種を選択して

いる。 

Deep Haor では、洪水リスクが高い一方、多くの農家が Peripheral Haor にも圃場を保

有している。そのため、自家消費用米を Peripheral Haor で確保しつつ、Deep Haor では

商業ハイブリッド品種を利用して販売収入の確保を図る傾向が見られた。 

そのため、商業ハイブリッド品種は種子コストが高いにもかかわらず、最小限の労力で

安定した収量を期待できる品種として選択されている。ただし、これは農家からの聞き

取り仮説であり、今後、Deep Haor における商業ハイブリッド利用の要因について、さら

なる調査が必要である。 

 

5.3 自家消費米と換金用米の使い分け 
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すでにほとんどの農家が自家消費用の米と販売用の米を区別して考えていることがわ

かっている。 

BRRI 品種は食味や品質の面で評価が高く、多くの農家が家庭で消費する米として利用

している。一方、商業ハイブリッド品種については、収量性は高いものの食味が劣り、自

家消費用として利用されることはないと言ってよい。 

そのため、商業ハイブリッド品種は主として販売目的で栽培されている。 

このような使い分けは、単なる品種選択ではなく、農家による生計戦略の一部として理

解することができる。 

 

5.4 農家のコーピング戦略としての品種選択 

ハオール地域の農家は単純に最高収量の品種を追求しているわけではない。洪水リス

ク、労働力制約、食味、市場性などを総合的に考慮しながら品種を選択している。特に

Deep Haor では、自家消費用米を Peripheral Haor で確保しつつ、販売用として商業ハ

イブリッド品種を利用する戦略が見られた。これは地域特有のリスク環境に適応するた

めの重要なコーピング戦略と考えられる。こうした結果は、ハオール地域における品種

選択が単純な収量比較ではなく、地域条件や農家の生計戦略に基づいて行われてい

ることを示している。 
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第 6 章 Aman 作導入の意義 

6.1 ハオール地域における Aman 作の位置づけ 

ハオール地域の農業は、長年にわたり Boro 作を中心として発展してきた。 

雨期には広範囲が冠水するため、多くの地域では実質的に Boro 作のみが主要な農業

生産活動となっていた。そのため、農家の所得および食料供給は単一作に大きく依存し

ていた。 

こうした状況では、洪水や病害虫などによって Boro 作が被害を受けた場合、農家はそ

の年の主要な収穫機会を失うことになる。 

本事業では、このような生産構造の脆弱性を軽減するため、Aman 作の導入および普

及を支援した。アマン稲作実施農家数は事業開始前の 124 世帯から 2025 年には 207

世帯へ増加した。また、作付面積は 2023 年の 28.3ha から 2025 年には 46.8ha へ拡大

した。 

 

 

表 2 は、対象地域における Aman 品種栽培農家数の推移を示している。プロジェクト開

始前と比較して、対象地域全体の栽培農家数は 124 戸から 207 戸へ増加した。Pukra 

Union の Katkhal 村では、プロジェクト開始前にはほとんど栽培されていなかったもの

の、2023 年以降急速に普及し、2025 年には 54 戸が栽培するまでに拡大した。この結

果は、洪水リスクの高い地域においても短期生育品種に対する農家の需要が高まって

いることを示している。 

Union Village HHs % HHs % HHs % HHs %
Laskorpur 78 100% 90 115% 86 110% 97 124%

Boangaon 45 100% 56 124% 54 120% 61 136%

Char Hamua 33 100% 34 103% 32 97% 36 109%

Pukra 46 100% 100 217% 110 239% 110 239%

Katkhal 9 100% 60 667% 54 600% 54 600%

Pukra 37 100% 40 108% 56 151% 56 151%

Total 124 100% 190 153% 196 158% 207 167%

Table 2. 

Expansion of Aman Rice Cultivation by Area (HHs)

～2022 2023 2024 2025
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表 3 は、Aman 作の作付面積の推移を示している。栽培面積は 2023 年の 28.3ha から

2024 年には 47.5ha へ拡大し、2025 年も 46.8ha と高い水準を維持した。 

 

6.2 Aman 作による追加的な生産機会 

Aman 作による生産量は、Boro 作と比較すると限定的である。しかし、その意義は単純

な収量比較だけでは評価できない。ハオール地域では、従来 Aman 作がほとんど栽培

されていなかった地域も多く、Aman 作の導入は、それまで存在しなかった新たな収穫

機会を創出したことを意味する。すなわち、Aman 作は既存の Boro 作を置き換えるもの

ではなく、農家に追加的な生産機会と所得機会を提供する補完的な生産活動として位

置付けることができる。 

この点は、単なる作付面積の増加以上に重要な成果である。 

 

6.3 リスク分散への貢献 

Aman 作の導入は、農家のリスク分散にも一定の役割を果たしている。従来、農家の収

穫機会はほぼ Boro 作に限定されていたため、洪水や病害虫等による被害は農家の生

計全体に大きな影響を与えていた。Aman 作はこうした単一作依存を緩和し、生産リス

クを分散する役割を果たしている。したがって、Aman 作は生産拡大だけでなく、農家の

レジリエンス向上にも貢献する取り組みとして評価できる。 

 

Union ha % ha % ha %

Laskorpur 15.7 100% 26.9 171% 24.7 157%

Pukra 12.6 100% 20.6 163% 22.2 176%

Total 28.3 100% 47.5 168% 46.8 166%

Table 3. 

Expansion of Aman Rice Cultivation by Area (ha)

2023 2024 2025
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第 7 章 種子供給システムと普及メカニズム 

7.1 新品種普及における最大の制約 

本事業開始時、BRRI はハオール地域に適した多くの新品種を開発していたが、それら

の種子は農家に十分届いていなかった。新品種の普及が進まない最大の要因は、農

家の知識不足ではなく、適切な種子へアクセスできないことであった。 

従来の種子供給システムでは、BRRI が開発した品種を BADC が種子生産し、DAE が

普及する仕組みである。しかし実際には、新品種の種子生産量は限られ、農家が購入

できる機会も少なかった。その結果、多くの農家は従来品種である BRRI dhan28 や

BRRI dhan29 を継続して利用していた。 

7.2 農家による種子保存と交換 

ハオール地域では、以前は農家自身が収穫後に種子を保存し、翌年利用する慣行が

広く見られた。 

しかし、ハイブリッド品種をはじめとする種子が市場に流通するようになり、その慣行は

概ね消失し、市場で販売される種子を毎年購入することが一般的となった。 

本事業では、導入した HYV（高収量品種）の新品種について、自家採種と保存が可能

であることを繰り返し農家に伝えた。その結果、農家間の非公式な種子流通も限定的で

はあるが徐々に見られるようになった。 

特に BRRI dhan67 では、市場で種子が入手しにくいことから、自家保存種子の利用割

合が比較的高く、農家自身が有用と判断した品種が継続的に利用される傾向が確認さ

れた。 

これらの結果は、地域における種子普及において農家自身の役割が依然として重要で

あることを示している。 

 

7.3 ASED HABIGONJ による種子生産体制の構築 
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本事業では、現地パートナーである ASED HABIGONJ と連携し、新品種種子の生産体

制構築を進めた。 

当初は農家による種子生産と買い取りを想定していたが、品質管理や安定供給の観点

から、ASED HABIGONJ が主体となる種子生産体制へ移行した。 

その結果、事業終盤には年間 30 トンを超える種子生産能力を有する体制が構築され、

新品種の安定供給が可能となった。 

また、ASED HABIGONJ は単なる種子生産だけでなく、品質管理、保管、販売までを担

う組織として機能するようになった。 

 

7.4 BRRI および BADC との連携 

本事業では、BRRI との連携を通じてハオール地域に適した新品種の導入を進めるとと

もに、BADC に対して新品種種子の生産拡大を働きかけた。 

 

その結果、ホビゴンジ県における BADC の新品種販売量は大幅に増加した。 

2020-21 年には、BRRI dhan67、69、81、88、89 の合計販売量は約 8 トンであったが、

2024-25 年には BRRI dhan88、89、92、100、101、102、104 の合計販売量が約 38 トン

に達した。 

 

Table 4.

(kg)

Year Direct Sales Other Media Total

2020-21 23,116 33,320 56,436

2021-22 8,860 44,620 53,480

2022-23 44,315 125,995 170,310

2023-24 32,585 147,275 179,860

2024-25 37,855 170,500 208,355

BADC Seed Distribution through Different Channels
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特に注目すべき点は、従来品種（BRRI dhan28 および BRRI dhan29）から近年リリース

された BRRI 品種への転換である。BADC ホビゴンジ事務所における直接販売量を見る

と、Traditional HYV の販売量は 2020–21 年の 15.2 トンから 2024–25 年にはほぼゼロ

まで減少した。一方、BRRI dhan88、BRRI dhan89 および BRRI dhan92 の販売量は同期

間に 10 倍以上へ増加した。この傾向は、本報告書の農家調査で確認された品種転換

の結果と一致しており、新品種への需要拡大と種子供給システムの変化を裏付けるも

のである。

 

(kg)

2020–21 2021–22 2022–23 2023–24 2024–25

BRRI dhan28 6,556 920 0 0 0

BRRI dhan29 8,600 4,040 16,000 0 50

15,156 4,960 16,000 0 50

BRRI dhan88 200 2,700 7,010 425 900

BRRI dhan89 2,250 480 17,515 18,400 17,180

BRRI dhan92 0 120 3,790 4,250 13,680

2,450 3,300 28,315 23,075 31,760

Total Direct Sales 23,116 8,860 44,315 32,585 37,855

Traditional HYV Total

Improved BRRI Varieties

(88+89+92) Total

Variety

Note: Although sales volumes remained limited, additional newly released BRRI varieties such as

BRRI dhan96, BRRI dhan100, BRRI dhan101, BRRI dhan102 and BRRI dhan104 also appeared in

Habiganj BADC sales records by 2024–25. This suggests that the formal seed supply system has

gradually expanded beyond the first generation of improved varieties and started introducing

newer BRRI varieties to farmers.

Table 5.

Changes in BADC Habiganj Office Direct Sales of Major BRRI Varieties
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7.5 NGO ネットワークを活用した広域普及 

7.5.1 NGO ネットワークの形成 

 

Source: ASED seed sales records, 2024–25. 

表 6 は、2024–25 年に ASED が生産した種子の流通経路別販売実績を示している。販

売量の約 60％は NGO を通じて流通しており、新品種普及において組織的な普及経路

が重要な役割を果たしていることが分かる。一方、種子販売店を通じた流通は 13％程

度にとどまっており、新品種普及は依然として NGO ネットワークを中心に進められてい

る。 

ASED HABIGONJ で生産された種子は、SERAA、PADMA、ABAS などの NGO へ供給

され、それぞれの活動地域における普及活動に活用された結果、事業対象地域を超え

て複数の県・郡へ普及が拡大した。 

 

Dissemination Channel
Quantity

(kg)
Share
 (%)

NGOs (SERAA, PADMA, ABAS, etc.) 6,163 60.2

ASED Branches (Habiganj & Sunamganj) 1,902 18.6

Local Sales 800 7.8

Seed Dealers 1,373 13.4

Total 10,238 100

Table 6.
ASED-produced seed distribution by dissemination channel, 2024–25
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7.5.2 活動地域外への普及 

 

 

事業期間中に生産された種子は活動地域外にも供給され、2024–25 年には 12 トンを超

える新品種種子が販売された。この量は少なくとも 300ha の作付面積をカバーできる規

模であり、600 世帯以上の農家が利用したと推定される。また、スナムゴンジ県シャンテ

ィゴンジ郡ではデモ圃場および種子生産活動も開始されている。

 

7.5.3 種子アクセスという視点 

本事業の経験は、ハオール地域における新品種普及の最大の制約が農家の知識不足

ではなく、適切な種子へのアクセス不足であることを示している。 

実際に、プロジェクト対象農家だけでなく、種子を入手した周辺農家や他地域の農家に

おいても新品種の導入が進んだ。 
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ASED HABIGONJ を中心とした NGO ネットワークは、そのような種子アクセスの制約を

克服する実践的なモデルとして評価できる。 

 

表 7 は、主要品種ごとの種子入手経路の違いを示している。BRRI dhan67 は主として

農家による自家保存種子によって維持されていた一方、BRRI dhan88、BRRI dhan89、

BRRI dhan92 および BRRI dhan96 は主に市場を通じて流通していた。また、比較的新

しい品種である BRRI dhan102 および BRRI dhan105 は、主として DAE を通じて供

給されていた。さらに、BRRI Hybrid 品種はプロジェクトによる種子供給に依存してい

た。これらの結果は、改良品種の普及が単一の供給主体によって支えられていたので

はなく、農家による種子保存・交換、市場流通、行政機関による供給、プロジェクト支援

など、複数の種子供給経路によって支えられていたことを示している。 

Table 7. 

Seed Sources of Major Rice Varieties (2024–25 Boro Season)

Variety Farmers
Area 
(ha)

Seed Source
Average 

Days
Yield (t/ha)

BRRI dhan67 35 5.16 Own Seed 144.5 6.9

BRRI dhan88 3 0.4 Own Seed 145.3 6.55

BRRI dhan88 136 24.32 Market 144.3 7.42

BRRI dhan89 1 0.18 Own Seed 151 7.83

BRRI dhan89 40 10 Market 155.2 7.27

BRRI dhan92 10 2.25 Own Seed 156.2 7.8

BRRI dhan92 225 56.63 Market 157.4 7.13

BRRI dhan96 1 0.11 Own Seed 145 7.32

BRRI dhan96 62 12.04 Market 143.9 7.41

BRRI dhan100 1 0.11 Own Seed 145 7.32

BRRI dhan100 13 2.21 Market 145.2 6.72

BRRI dhan102 4 0.53 DAE 151.5 7.77

BRRI dhan102 7 1.16 Market 156.3 7.55

BRRI dhan105 2 0.25 DAE 157.5 7.94

BRRI Hybrid dhan5 14 1.81 Project 145.1 8.32

BRRI Hybrid dhan8 29 3.72 Project 146.2 11.87

HIRA2 18 4.82 Market 147.1 6.2

Jankraj 88 27.32 Market 146.4 7.05

Nafco 80 24.08 Market 146.8 7.66

Krishibid 18 5.06 Market 146.1 7.29

Parbat Zira 24 1.98 Own Seed 148.9 3.6

Parbat Zira 3 0.23 Market 151.5 3.28

Pashushail 5 0.36 Own Seed 152 3.67

Pashushail 1 0.08 Market 154 4
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このことは、新品種の普及拡大においては農家研修そのものだけでなく、多様な種子供

給経路を確保し、農家が新品種へアクセスできる環境を整備することが極めて重要で

あることを示唆している。 

 

7.6 民間セクターとの連携可能性 

商業ハイブリッド品種の普及状況からも明らかなように、民間企業や販売業者は農家

への種子供給において重要な役割を果たしている。一方で、BRRI 新品種については依

然として市場流通量が限られている。今後は、BADC や NGO だけでなく、民間種子企

業や販売業者との連携を進めることで、新品種の持続的な普及を実現することが期待

される。 

 

7.7 小括 

本章で示したように、新品種の普及は単一の供給経路によって実現されたものではな

い。 

BRRI、BADC、DAE、NGO、農家、地域市場など、多様な主体が関与することによって、

新品種へのアクセスが徐々に改善された。 

また、一部地域では農家による自家採種や農家間での種子移動も見られた。 

したがって、今後の普及戦略においては、単一の組織に依存するのではなく、多様な供

給経路が並存する「複線的種子供給システム（Diversified Seed Supply System）」を強

化していくことが重要である。 
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第 8 章 普及における種子アクセスの重要性 

本章では、プロジェクト対象農家と同村の非対象農家の比較を通じて、普及拡大におい

て種子アクセスが果たした役割を検討する。分析の結果、研修の有無よりも新品種へ

のアクセス機会が普及拡大の重要な要因である可能性が示唆された。 

8.1 対象農家と非対象農家の比較 

新品種の普及を促進するためには、一般的に研修や実証栽培（デモンストレーション圃

場整備）などの普及活動が重要であると考えられている。 

実際、本事業においても農家向け研修、実証栽培、圃場見学などを通じて新品種に関

する情報提供を行ってきた。 

一方で、新品種が普及するためには、農家が実際に種子を入手できることが前提条件

となる。 

したがって、新品種の普及を理解するためには、研修の効果だけでなく、種子アクセス

の役割についても検討する必要がある。 

8.2 種子アクセスが普及拡大に果たした役割 

図 9 は、本事業の対象農家と同一地域に居住する非対象農家との比較結果を整理し

たものである。 
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 図 10 は、対象農家と非対象農家の間で栽培された主要品種の収量を比較したもの

である。多くの品種において、非対象農家の収量は対象農家と同等、あるいはそれ以

Figure 9. 

Figure 10. 
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上の水準を示した。この結果は、新品種へのアクセスが確保されれば、農家は必ずしも

継続的な技術指導を受けなくても高い収量を実現できる可能性があることを示唆してい

る。 

対象農家は事業を通じて研修や実証活動に参加し、新品種の導入機会を得ていた。一

方、非対象農家の多くはこうした研修機会を持っていなかった。しかし、事業期間中に

新品種が地域内へ普及するにつれて、非対象農家においても新品種の導入が進み、

一部では対象農家と同等またはそれ以上の成果が確認された。 

この結果は、研修や実証活動が新品種の初期普及に重要な役割を果たす一方、普及

拡大の段階では新品種の種子へアクセスできるかどうかが、より重要な制約要因となる

可能性を示している。 

したがって、本事業の経験は、ハオール地域における新品種普及の最大の制約が必ず

しも農家の知識不足ではなく、適切な種子へのアクセス不足である可能性を示してい

る。今後の普及戦略においては、研修の継続とともに、農家間交換、地域種子生産、公

的種子供給、民間流通などを含む多様な種子供給経路を強化し、新品種へのアクセス

機会を拡大していくことが重要である。 

 

8.3 普及戦略への示唆 

新品種について知識を持っていても、種子を入手できなければ栽培することはできな

い。一方で、種子を入手できた農家は、自らの経験や周囲の農家との情報交換を通じ

て栽培技術を習得していくことが可能である。特にハオール地域では農家同士の交流

が活発であり、新品種に関する情報も地域内で共有されている。したがって、新品種普

及のボトルネックは知識不足よりも、適切な種子へのアクセス確保にある可能性が高

い。 
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第 9 章 品種転換による生産量増加 

9.1 生産量変化の概要 

本事業期間中、対象 297 世帯において品種転換が進行した。その成果を定量的に検

証するため、2021 年および 2025 年の双方で比較可能なデータが存在する 274 世帯を

対象として年間米生産量を分析した。 

 

表 8 に示すように、本事業期間中に年間米生産量は大きく増加した。農家 1 戸当たり

の平均生産量は、2021-22 年の 4.08t から 2024-25 年には 5.14t へ増加し、26％の向

上が確認された。2022-23 年には Pukra Union を中心としたイモチ病被害により生産量

が大きく低下したが、その後は回復し、2024-25 年にはベースラインを上回る水準となっ

た。 

その結果、総生産量は大幅に増加していることが確認された。また、この変化は単なる

作付面積の拡大によるものではなく、品種構成そのものの変化と密接に関係しているこ

とが分かる。 

 

9.2 品種転換と生産量増加 

Table 8. 

Changes in Annual Rice Production among Project Households (2021–2025)

Year
Number 
of HHs

Total 
Cultivation 

(ha)

Total 
Production 

(t)

Average 
Production 

per 
Household (t)

Index 
(2021=100)

Remarks
Index 

(2022=100)
Remarks

2021-22 274 192.0 1,118 4.08 100%  (Baseline) -

2022-23 297 165.1 709 2.39 59% 100%  (Baseline)

2023-24 297 156.6 974 3.28 80% 137%

2024-25 297 186.1 1,526 5.14 126% 215%

注1：2021–22年は事業開始前ベースライン調査から再構築したデータである。

注2：2021-22年のデータは、生産量比較に必要なベースラインデータが確認できた274世帯を対象としている。2022-23年以降は追跡対象297世帯全体のデー

タである。

注3：2022–23年はPukra Unionを中心にイモチ病が広範囲で発生し、BRRI dhan29、BRRI dhan88およびBRRI dhan89の圃場の一部では著しい減収または収穫

不能となった。
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表 9 は、事業期間中における品種構成の変化と各品種群の生産量への寄与を示して

いる。 

第 3 章および第 4 章で示したように、対象農家の品種構成は事業期間中に大きく変化

した。従来広く利用されていた BRRI dhan28 および BRRI dhan29 は急速に減少し、

BRRI dhan88、BRRI dhan89、BRRI dhan92、BRRI dhan96 などの新品種が主要品種とな

った。 

これらの新品種は、従来品種と同等あるいはそれ以上の収量を維持しながら、栽培期

間を短縮できることが確認されている。したがって、生産量増加は特定の高収量品種へ

の依存によるものではなく、農家全体で進行した品種転換の結果であると考えられる。 

また、商業ハイブリッド品種は作付面積の 31.7％、総生産量の 32.9％を占めており、

Haor 地域における生産性向上に重要な役割を果たしていることが確認された。一方、

BRRI Hybrid 品種の作付面積は限定的であったものの、高い収量性を示した。これらの

結果は、本事業による品種転換が地域全体の生産量増加の主要因であったことを示唆

している。 

 

9.3 生産量増加の要因 

Table 9. 

Variety Group

Share of 
Cultivated 
Area (%) 
2021–22

Average 
Yield (t/ha)

Share of 
Cultivated 
Area (%) 
2024–25

Average 
Yield (t/ha)

Estimated 
Contribution 

to 
Production 

(%)

Average 
Duration 
(days) 
2024-25

Main Characteristics

Traditional HYV

 (BRRI dhan28, dhan29)*
48.6% 5.2 0.7% 2.6 0.3% 169.0

Widely used traditional varieties; longer 

duration and increasing production risks

Improved HYV

 (BRRI dhan67, 88, 89, 92, 96, 100, 102, 105)
0.0% 0 60.2% 7.2 61.9% 151.1

Higher yield with shorter cultivation 

duration

BRRI Hybrid

(BRRI Hybrid3,5,8)
0.0% 0 2.8% 10.7 4.3% 145.9

High-yielding hybrids developed by BRRI

Commercial Hybrid

 (Hira, Jankraj, Nafco etc.)
51.4% 6.5 31.7% 7.3 32.9% 146.6

Commercial hybrids mainly used for 

market-oriented production

Indigenious

(Parbat Zira, Pashushail)
0.0% 0 1.5% 3.4 0.7% 149.9

Local varieties maintained for household 

consumption and niche market demand

*Yield values represent observed average yields in each year and are affected by changes in varietal composition and climatic conditions.

Changes in Variety Composition and Their Contribution to Rice Production Growth (2021–22 to 2024–25)
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対象農家において確認された米生産量の増加は、単一の要因によって説明できるもの

ではない。むしろ、品種転換、種子アクセスの改善、複数の種子供給経路の形成、およ

び気候リスクへの対応力向上が相互に作用した結果であると考えられる。 

事業期間中に最も大きな変化として確認されたのは、BRRI dhan28 および BRRI dhan29

といった従来品種から、BRRI dhan88、BRRI dhan89、BRRI dhan92、BRRI dhan96 など

の新品種への急速な転換である。表 9 で示したように、Traditional HYV の作付面積割

合は 2021–22 年には全体の約半分を占めていたが、2024–25 年には 1％未満にまで

減少した。一方で、改良型 BRRI 品種群（Improved HYV）が主要な品種グループとなっ

た。これらの品種は、従来品種と比較して高い収量性と短い栽培期間を有しており、収

量を維持または向上させながら、収穫時期の洪水リスクへを低減することを可能にし

た。 

同時に、本事業は農家による新品種へのアクセス改善にも寄与した。対象農家と同村

対照農家との比較分析では、技術的知識よりも新品種の種子へのアクセスそのものが

制約要因となっている可能性が示された。実際、一部のケースでは、正式な研修を受け

ていない農家であっても、新品種の種子へアクセスできた場合には、研修を受けた対象

農家と同等、あるいはそれ以上の成果を上げていた。この結果は、種子アクセスが新品

種普及の拡大と事業成果の波及において極めて重要な役割を果たしたことを示唆して

いる。 

さらに重要な要因として、多様な種子供給経路の形成が挙げられる。農家は徐々に、農

家間の種子交換、ASED HABIGONJ による種子生産、そして BADC による正式な種子

供給システムなど、複数の経路を通じて新品種の種子を入手するようになった。BADC

の販売記録においても、事業期間中に新品種の供給量が大きく増加したことが確認さ

れている。このような複数の供給経路の併存は、新品種へのアクセス向上と種子供給

の安定化に貢献した。 

生産量増加はまた、Aman 稲作の導入および拡大によっても支えられた。これまでハオ

ール地域の多くの農家は、乾季の Boro 作に大きく依存していた。しかし、Aman 作の導

入によって生産および所得の機会が増加するとともに、一作依存によるリスクが軽減さ

れた。この作付体系の多様化は、洪水、病害虫発生、さらには近年顕著となっている灌

漑用水不足などの気候リスクに対する農家の対応力向上にも寄与した。 

以上の結果は、生産量増加が特定の高収量品種や集中的な外部支援によって実現し

たものではなく、品種の多様化と種子アクセスの改善を中心とした農業システム全体の

変化によって達成されたことを示している。本事業の経験は、ハオール地域における持
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続的な農業開発を推進する上で、農家研修と同様に、気候変動適応型品種へのアクセ

ス向上と種子供給システムの強化が重要であることを示している。

 

9.4 生産量増加の意義 

今回確認された生産量増加は、単なる数量的な成果ではない。 

ハオール地域では、洪水リスクや病害虫発生などの不確実性が高まっている。そのよう

な環境の中で、生産量を維持・向上させながら栽培期間の短縮を実現したことは、気候

変動への適応という観点からも重要な意味を持つ。 

また、生産量増加は農家の食料確保や所得向上に寄与するとともに、Aman 作導入に

よる作付体系の多様化を通じて、生産基盤の強化にもつながった。 

 

9.5 小括 

本章で示したように、対象農家では大幅な生産量増加が確認された。この成果は、新

品種群への広範な品種転換と新品種へのアクセス改善によって実現したものである。し

たがって、本事業の成果は単なる収量向上ではなく、ハオール地域における気候変動

適応型稲作システムへの転換として位置付けることができる。 
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第 10 章 PDM に基づく事業成果の評価 

10.1 プロジェクト目標の達成状況 

本事業のプロジェクト目標は、 

「ハオール地域における気候変動適応型農業の有効性が実証され普及する」 

ことであった。（PDM は Annex 1 参照） 

指標 1 

事業終了時に、活動地以外で気候変動適応型農業の実践事例が 5 郡、100 世帯以上

で確認される。 

【実績】 

事業期間中に生産された種子は活動地域外にも供給された。もともとのホビゴンジ県を

始め、合計 5 県、21 郡において、事業で生産された種子が普及に利用されている。 

また、ASED HABIGONJ および他 NGO を通じて新品種の普及が進み、2024-25 年に

は 12 トンを超える種子が販売された。この種子量は少なくとも 300ha の作付面積をカ

バーできる規模であり、少なくとも 600 世帯以上の農家が利用したと推定される。 

【評価】 

活動地域外において 5 郡および 100 世帯を大きく上回る規模で新品種の利用が確認さ

れており、本指標は大幅に上回って達成された。 

 

指標 2 

BADC はハオール地域に適した新品種の供給を始め、DAE はハオール地域での新品

種普及活動を開始する。 

【実績】 
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ホビゴンジ県における BADC の販売実績を見ると、2020-21 年には販売量 23 トンのう

ち、従来品種である BRRI dhan28 および BRRI dhan29 が 15 トンを占め、新品種（BRRI 

dhan67、69、81、88、89）の販売量は合計 8 トンであった。 

これに対し、2024-25 年には BRRI dhan28 および BRRI dhan29 の販売は行われず、

BRRI dhan88、89、92、100、101、102、104 などの新品種が合計 38 トン販売された。 

また、DAE もハオール地域に適した新品種の普及活動を開始している。 

【評価】 

BADC による新品種供給および DAE による普及活動はいずれも確認されており、本指

標は達成された。 

 

プロジェクト目標総合評価 

両指標とも達成されており、気候変動適応型農業は事業対象地域を超えて普及段階へ

移行している。 

以上より、プロジェクト目標は達成されたと評価される。 

 

10.2 アウトプット 1 の達成状況 

「対象農家が気候変動適応型農業を実践し、その有効性が実証される」 

指標 1.1 

事業終了時、対象農家の 7 割以上が気候変動適応農業の実践を継続している。 

【実績】 

2024 年 6 月（2023-24 Boro 収穫後）以降、対象農家に対する種子、肥料、研修等の直

接支援は実施されていない。 
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それにもかかわらず、事業終了時点において対象農家 297 世帯全てが気候変動適応

型品種の栽培を継続していた。 

【評価】 

継続率 100％。 

目標値 70％を大きく上回って達成した。 

 

指標 1.2 

対象農家 300 世帯の農業生産物が平均 25％以上増加する。 

【実績】 

年間米生産量は、2021 年および 2025 年の双方で比較可能なデータが確認できた 274

世帯を対象に分析した結果、26％増加した。なお、2021 年ベースライン調査には一部

欠損データが含まれていたため、比較可能な農家のみを対象として分析を行った。参考

として、2022 年をベースラインとした 297 世帯全体の分析では、年間米生産量は

115.2％増加している。 

【評価】 

年間米生産量は 27.8％増加しており、目標値である 25％増加を上回って達成した。 

 

アウトプット 1 総合評価 

2024 年 6 月以降は事業からの直接支援が行われていないにもかかわらず、全ての対

象農家が新品種栽培を継続していることから、本事業で導入された気候変動適応型農

業は農家自身に受容され、自立的に定着したと評価できる。 

以上より、アウトプット 1 は達成された。 
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10.3 アウトプット 2 の達成状況 

「活動地域内外でハオール地域に適した新品種の種子が入手可能になって

いる」 

指標 2.1 

BADC はハオール地域に適した稲品種を生産し、農家に供給している。 

【実績】 

2020-21 年にはホビゴンジ県における BADC の新品種販売量は 8 トンであった。 

これに対し、2024-25 年には BRRI dhan88、89、92、100、101、102、104 などの新品種

販売量は 38 トンに達した。 

また、従来主流であった BRRI dhan28 および BRRI dhan29 の販売は行われなくなっ

た。 

【評価】 

新品種販売量は 8 トンから 38 トンへ増加し、約 4.8 倍となった。本指標は達成された。 

 

指標 2.2 

ローカル NGO は、生産された種子の一部を買い上げている（毎年 500kg 以上）。 

【実績】 

当初の計画では、ASED HABIGONJ が対象農家の生産した種子を買い上げ、保管およ

び販売することを想定していた。しかし、種子の品質確保の観点から、品種間のコンタミ

ネーションや交雑のリスクが大きいと判断され、実際には ASED HABIGONJ が自ら圃

場を管理して種子生産を行う方式へ移行した。 
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その結果、ASED HABIGONJ は安定した品質管理の下で種子生産を継続し、2024-25

年には 12 トンを超える種子を販売するに至った。これは PDM で想定された年間 500kg

を大きく上回る規模であり、種子生産・供給体制が十分機能していることを示している。 

【評価】 

当初想定した方式とは異なる形となったものの、ローカル NGO による種子生産および

供給体制は確立されており、目標値である年間 500kg を十分に上回る成果が確認され

たことから、本指標は達成されたと評価される。 

 

指標 2.3 

事業終了時には作付け用高収量品種米の種子約 1.5 トン以上がローカル NGO によっ

て販売される。 

【実績】 

2024-25 年には ASED HABIGONJ を通じて 12 トンを超える種子が販売された。 

【評価】 

目標値 1.5 トンに対し、実績は 12 トンを超えており、本指標は大幅に上回って達成され

た。 

 

アウトプット 2 総合評価 

当初計画から実施方法には変更があったものの、事業を通じて地域レベルで機能する

持続的な種子供給システムが形成された。以上より、アウトプット 2 は達成されたと評

価される。

 

10.4 アウトプット 3 の達成状況 

「事業の成果・教訓について様々なステークホルダーが認識し行動している」 
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指標 3.1 

事業終了時までに中央レベルの行政官が２回以上事業地を訪問する。 

【評価】 

BRRI、DAE、BADC および行政関係者による現地訪問や調整会議が継続的に実施され

た。また、中央からは BRRI のヘッドオフィスだけでなく農業省や水資源省（BWDB）、地

方政府技術局（Local Government Engineering Department: LGED）などから多くの行政

官が訪問したことから、本指標は達成された（Annex 2 参照）。 

 

指標 3.2 

事業終了までに現地の新聞や TV 等でそれぞれ 2 回以上事業が紹介される。 

【評価】 

2022 年事業開始から 2026 年 3 月まで合計新聞（71 回）、テレビ（12 回）を通じて事業

成果が紹介されており、本指標は達成された。 

 

指標 3.3 

農業普及員（DAE）は他地域でハオール地域に適した稲品種の普及活動を開始してい

る。 

【評価】 

DAE による新品種普及活動が他地域でも実施されており、本指標は達成された。 

 

アウトプット 3 総合評価 

事業期間を通じて、BRRI、DAE、BADC、地方行政、NGO など多様な関係機関との連携

が強化された。 
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また、新品種の普及は事業対象地域を超えて広がり始めており、関係機関は成果を認

識するだけでなく、実際の普及活動へと行動を移している。 

以上より、アウトプット 3 は達成された。 

 

10.5 総合評価 

本事業は、PDM で設定された主要な成果を概ね達成した。対象農家 297 世帯全てが

支援終了後も気候変動適応型農業を継続していたこと、活動地域外において少なくとも

600 世帯以上の農家が新品種を利用していたこと、さらに BADC による新品種販売量

が 8 トンから 38 トンへ増加したことは、本事業の重要な成果である。 

また、ASED HABIGONJ を中心とした地域種子生産・供給体制が構築され、活動地域

内外で新品種へのアクセスが大幅に改善された。 

以上より、本事業は気候変動適応型農業の有効性を実証するとともに、ハオール地域

全体への持続的な普及に向けた基盤を構築したと評価される。 
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第 11 章 今後の普及戦略 

11.1 今後の普及戦略の方向性 

本事業から得られた主な教訓として、①種子アクセスの重要性、②地域条件に応じた品

種選択、③多様な主体による種子供給システムの必要性が挙げられる。本事業の成果

は、単なる品種導入にとどまらない。 

事業期間を通じて、農家による新品種利用、地域種子生産、多様な種子供給経路な

ど、新品種普及を支える基盤が形成された。今後はこれらの成果を基礎として、より持

続的かつ広域的な普及体制を構築していくことが求められる。

 

11.2 Diversified Seed Supply System 

図 8 は、本事業の経験を踏まえて整理した将来の普及モデルを示している。 

このモデルでは、BRRI が新品種開発を担い、BADC および地域種子生産組織が種子

生産を行い、DAE、NGO、民間企業および市場が普及と流通を支える。 

また、農家は単なる受益者ではなく、新品種の評価者であり利用者として重要な役割を

担う。 

このような複数の主体が相互に補完しながら機能することによって、新品種への継続的

なアクセスが可能になる。 

 

11.3 NGO の役割 

本事業の経験からは、NGO が研究機関と農家を結ぶ役割を果たし得ることが確認され

た。 

特に ASED HABIGONJ による地域種子生産の取り組みは、農家が新品種へアクセス

するための重要な供給源となった。 
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今後は、こうしたモデルを他地域へ展開する可能性についても検討する価値がある。 

 

11.4 民間セクターとの連携の可能性 

近年、新品種の普及が進む中で、民間種子会社が ASED HABIGONJ によって生産さ

れた新品種種子の調達に関心を示す事例も見られている。 

こうした動きはまだ検討段階にあるものの、種子生産を担う NGO と流通・販売機能を持

つ民間企業との連携可能性を示唆している。 

将来的には、公的機関と民間セクターが補完的に機能することで、新品種普及のさらな

る拡大が期待される。 

 

11.5 結論 

本事業を通じて、ハオール地域では大規模な品種転換と生産量増加が確認された。そ

の背景には、新品種の技術的優位性だけでなく、農家による主体的な選択と新品種へ

のアクセス改善が存在していた。今後は、BRRI、BADC、DAE、NGO、農家、民間企業な

どが連携する複線的な種子供給システムを発展させることが重要である。本事業の経

験は、ハオール地域における気候変動適応型農業の普及に向けた実践モデルとして位

置付けることができる。  
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おわりに 
本事業は、2022 年 6 月から 2027 年 6 月までの 5 年間の実施となっている。本事業は

当初より、1 期（1～2 年次：気候変動適応型農業の有効性実証）、2 期（3～4 年次：普

及に向けた体制構築）、3 期（5 年次：普及・自立発展）の 3 段階で実施する計画であっ

た。本報告書は、第 2 期までの成果を整理し、これまでの活動から得られた知見を関係

機関と共有することを目的として取りまとめたものだ。2 期までの「実証」と「普及に向け

た体制構築」に関して、これまでの活動を振り返ること、そこから得られた情報を各機関

に報告することを目的に分析、考察を行ったものが本報告書である。残る 1 年間は、こ

れまでに得られた成果と知見を基盤として、ハオール地域全体への普及と自立発展に

向けた取り組みを進めていくこととしている。 

くしくも 2026 年春には大雨により収穫期の Boro 稲作に大きな被害が発生した。これに

ついては最終報告書で詳述する予定であるが、それを踏まえると活動結果が大きく変

化する可能性があるので、これまで実施してきた事業を被害発生前の状況として一旦

まとめておくことが必要と考えた。 
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Annex 2. Administrative Exchange Visits 

 

Visitor Purpose Year 

Agriculture Minister Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

Secretary, Agriculture Ministry Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

DG-DAE Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

DG-BRRI Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

Chairman, BARC Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

DC, Habiganj Crop cut of BRRI Hybrid 5 2023 

CSO, Seed Division, BRRI Observe field condition 2023 

SCO, Hybrid division, BRRI Observe field condition 2023 

Agriculture Minister Crop cut of BRRI 92 2024 

Secretary, Agriculture Ministry Crop cut of BRRI 92 2024 

DG-DAE Crop cut of BRRI 92 2024 

DG-BRRI Crop cut of BRRI 92 2024 

Chairman, BARC Crop cut of BRRI 92 2024 

DG-BRRI Crop cut of BRRI Hybrid 8 2024 

Joint Secretary (Expansion) of 

Agriculture Ministry 

Observe field condition 2024 

CSO and Head, Seed Division, BRRI Observe field condition 2024 

CSO and Head, Agricultural 

Economy Division, BRRI 

Observe field condition 2024 

CSO and Head, Plant Pathology 

Division, BRRI 

Observe field condition 2024 

CSO and Head, Irrigation and Water 

Management Division, BRRI 

Observe irrigation condition 2024 

 


